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５５  令令和和６６年年度度予予算算  

 (単位：千円)           

 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

６６  令令和和６６年年度度入入館館者者見見込込みみ 

３，３００人 

収収  入入  のの  部部  支支  出出  のの  部部  

科科  目目  金金  額額  科科  目目  金金  額額  

事業収入 8,850  事業支出 1,300  

  抄紙  5,000  抄紙  500 

  展示室  2,500  展示室  800 

  体験実習  1,350 管理費 15,491  

受託料 7,941     

      

      

合 計 16,791  合 計 16,791  

一一般般財財団団法法人人鳥鳥取取市市農農業業公公社社  経経営営状状況況報報告告書書  

 
１１．．法法人人のの概概要要  

（１）名     称  一般財団法人鳥取市農業公社 

（２）目     的  農家の高齢化や後継者不足等に対応するため、農作業の受委託、農地

の保全管理、担い手の育成、特産加工品の開発普及、都市との交流、農

村文化の伝承事業等を行うことにより、地域農業の振興と農村地域の

発展に寄与することを目的とする。 

（３）移行認可年月日  平成２５年３月２８日 

            （財団法人鳥取市ふるさと農業公社設立許可年月日 

 平成８年３月２９日） 

（４）移行登記年月日  平成２５年４月１日 

            （財団法人鳥取市ふるさと農業公社設立登記年月日 

 平成８年４月５日） 

（５）基 本 財 産  金３０,０００,０００円（うち鳥取市出捐金２０,０００,０００円） 

（６）役     員  評 議 員：７名  理 事：７名  監 事：２名 

理 事 長 平 木 一 義 

            常務理事 山 本 茂 樹 

（７）事  務  所  鳥取市湖山町東五丁目２２８番地 

 

 

２２．．令令和和５５年年度度事事業業実実施施状状況況  

令和５年度は、事業計画に基づき農地中間管理事業による農地の借り受け、貸付け農地の保全、

農作業の受委託、農業機械の貸出、担い手農家及び農業後継者の育成確保、地域の特産品となる

農産物の生産、販売及び除草、除雪業務に取り組みました。 

鳥取市新規就農舎技術習得支援施設「とっとりふるさと就農舎」の委託管理を行い、農業体験

ほ場の栽培管理を行いました。 

小学生以上を対象に農業体験を通して農業への興味、関心を深めるための活動として、農業教

室「ふるさとアグリスクール」を開講しました。 

農業体験として、５月梨小袋かけ体験７人、６月梨大袋かけ体験１３人、７月ペルルメロン収

穫体験７６人、８月梨収穫体験１９人、９月ぶどう収穫体験６６人、１０月稲刈り体験３３人、

１１月生姜収穫体験２１人、１２月白ねぎ収穫体験２５人を行い、延べ２６０人の体験者があり

ました。 

また、鳥取県農業信用基金協会の職員４名の農業体験者を受け入れ、ぶどうの剪定作業の農業

体験を行いました。 

スマート農業に努め、ドローンによる水稲防除を行いました。 
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科　　　目 科　　　目 金　　額

１　公益会計事業費 31,406,278 １　財産運用益 575

　　　人 件 費 14,614,371 　　　基本財産運用益 509

　　　原材料費 17,750 　　　特定資産運用益 66

　　　委 託 料 704,537

　　　その他経費 16,069,620 ２　公益会計収益 37,875,035

　　　販売収入 8,206,031

２　管 理 費 8,011,085 　　　作 業 料 3,858,387

　　　人 件 費 6,080,287 　　　利 用 料 1,170,062

　　　経    費 1,930,798 　　　受 託 料 11,084,870

　　　補 助 金 12,547,676

３　経常外費用 -999,995 　　　指定管理料 0

　　　機械等整備積立金 -1,000,000 　　　助 成 金 1,008,009

修繕引当金繰入 0

　　　固定資産処分損 5 ３　雑収益 77,703

　　　前期修正損 0 　　　雑 収 益 77,703

　　　雑損失 0

４　収益会計費用 9,872,428 ４　収益会計収入 12,215,755

　　　人 件 費 4,299,011 　　　利 用 料 2,200

　　　原材料費 0 　　　受 託 料 11,984,370

　　　委 託 料 0 　　  補 助 金 0

　　　その他経費 5,573,417 　　  雑 収 益 229,185

　　  指定管理料 0

５　経常外収益 543,662

　　　固定資産売却益 0

　　　前期修正益 543,662

　　  雑 収 益 0

費  用  合  計 48,289,796 収  益  合  計 50,712,730

当期一般正味財産増加額 2,422,934

一般正味財産　期首残高 20,781,833

一般正味財産　期末残高 23,204,767

指定正味財産　期末残高 30,000,000

正味財産　期末残高 53,204,767

３３．．令令和和５５年年度度決決算算

（１）正味財産増減(収益)計算書  （令和5年4月1日から令和6年3月31日まで）

（単位：円）

費　　　　　用 収　　　　　益

金　　額 科　　　目 科　　　目

１　流動資産 26,567,274 １　流動負債 7,030,324

　　(１)現金及び預金 17,140,335 　　(１)未払金 5,422,449

　　(２)売掛金 125,587 　　(２)預り金 293,375

　　(３)未収金 9,195,336 　　(３)未払法人税等 523,500

　　(４)貯蔵品 76,434 　　(４)未払消費税等 791,000

　　(５)前払金 11,000

　　(６)前払費用 2,101

　　(７)仮払金 16,481

２　固定資産 45,624,930 ２　固定負債 11,957,113

　　(１)基本財産 30,000,000 　　(１)修繕引当金 2,000,000

　　　　　定期預金 30,000,000 　　(２)機械等整備積立 7,000,000

　　(２)特定資産 8,982,872 　　(３)長期借入金 2,957,113

          減価償却引当預金 8,982,872

　　(３)その他の固定資産 6,642,058 ３　正味財産 53,204,767

　　　　　建物付属設備 0 　　(１)指定正味財産 30,000,000

　　　　　車両運搬具 6,076,319 　　（うち基本財産充当額） 30,000,000

　　　　　構　築　物 495,947 　　(２)一般正味財産 23,204,767

          什 器 備 品 0 　　（内特定資産充当額） 6,525,793

          投資有価証券 30,000

          長期前払費用 39,792

合　　　計 72,192,204 合　　計 72,192,204

（３）財産目録　・・・　（２）貸借対照表　資産の部及び負債の部と同一につき省略

（２）貸借対照表　（令和6年3月31日現在）

（単位：円）

金　　額金　　額

資　産　の　部 負　債　の　部
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科　　　目 科　　　目

１　流動資産 26,567,274 １　流動負債 7,030,324

　　(１)現金及び預金 17,140,335 　　(１)未払金 5,422,449

　　(２)売掛金 125,587 　　(２)預り金 293,375

　　(３)未収金 9,195,336 　　(３)未払法人税等 523,500

　　(４)貯蔵品 76,434 　　(４)未払消費税等 791,000

　　(５)前払金 11,000

　　(６)前払費用 2,101

　　(７)仮払金 16,481

２　固定資産 45,624,930 ２　固定負債 11,957,113

　　(１)基本財産 30,000,000 　　(１)修繕引当金 2,000,000

　　　　　定期預金 30,000,000 　　(２)機械等整備積立 7,000,000

　　(２)特定資産 8,982,872 　　(３)長期借入金 2,957,113

          減価償却引当預金 8,982,872

　　(３)その他の固定資産 6,642,058 ３　正味財産 53,204,767

　　　　　建物付属設備 0 　　(１)指定正味財産 30,000,000

　　　　　車両運搬具 6,076,319 　　（うち基本財産充当額） 30,000,000

　　　　　構　築　物 495,947 　　(２)一般正味財産 23,204,767

          什 器 備 品 0 　　（内特定資産充当額） 6,525,793

          投資有価証券 30,000

          長期前払費用 39,792

合　　　計 72,192,204 合　　計 72,192,204

（３）財産目録　・・・　（２）貸借対照表　資産の部及び負債の部と同一につき省略

（２）貸借対照表　（令和6年3月31日現在）

（単位：円）

金　　額金　　額

資　産　の　部 負　債　の　部
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科　　　目 金　　額 科　　　目 金　　額

１　公益会計費用 27,298 １　財産運用益 3

　　　人 件 費 13,806 　　　基本財産運用益 2

　　　委 託 料 493 　　　特定資産運用益 1

　　　農地賃借料 194 ２　公益会計収益 33,691

　　　その他経費 12,805 　　　農地賃貸料 194

　　　販売収入 7,400

　　　作 業 料 3,755

　　　利 用 料 150

２　管 理 費 7,886 　　　手 数 料 22

　　　人 件 費 5,445 　　　受 託 料 10,369

　　　経    費 2,441 　　　補 助 金 11,801

　　　指定管理料 0

３　予 備 費 0 ３　雑 収 益 53

　　　予 備 費 0 　　　雑 収 益 53

４　収益会計費用 9,486 ４　収益会計収入 10,961

　　　人 件 費 4,127 　　　利 用 料 0

　　　委 託 料 0 　　　受 託 料 10,951

　　　その他経費 5,359 　　　補 助 金 0

　　　雑 収 益 10

　　　指定管理料 0

費  用  合  計 44,670 収  益  合  計 44,708

当期一般正味財産増加額 38

４４．．令令和和６６年年度度計計画画

（１）事業計画

費　　　　　用 収　　　　　益

（２）一般会計予算書　（令和６年４月１日から令和７年３月３１日まで）

（単位：千円）

　農家の高齢化や後継者不足に対応するため、農作業の受委託、農地の保全管理、担い手

の育成を行い、地域の特産品となる農産物の開発及び普及、生産販売を行うことにより、

地域農業の振興と農村地域の発展に寄与します。

　農地中間管理事業について、鳥取県農業農村担い手育成機構からの委託業務を行い、今

まで農地集積円滑化事業として農家に貸し付けている農地については、契約が満了したも

のから随時農地中間管理事業へ移行します。

　鳥取市からの委託管理施設である「鳥取市新規就農者技術習得支援施設」の事業運営に

あたっては、関係機関と連携し、研修生の確保、研修の充実に努めるとともに、農業教室

「ふるさとアグリスクール」の事業委託に取り組みます。

　公社運営について、事業の効率化に努めます。

株株式式会会社社ふふるるささとと鹿鹿野野  経経営営状状況況報報告告書書  

 
１１  法法人人概概要要  
（１）名 称  株式会社ふるさと鹿野 
（２）目 的  行政とともに推進していく第三セクターの民間組織として、温泉宿泊

施設、特産品の製造、販売や飲食サービスの提供といった収益性の事

業と、まちづくりや体験交流といった公益性の高い事業の取組による

連関効果を図り、公民連携の企業経営を展開して、鹿野地域の活性化、

雇用創出等の役割を担う拠点機能をめざしている。 
（３）設立許可年月日  平成１６年 ８月１７日 
（４）設立登記年月日  平成１６年１０月 ５日 
（５）資 本 金  金３５,０００,０００円（うち鳥取市１７,５５０,０００円） 
（６）役 員 構 成  取締役７名  監査役２名 
            代表取締役社長 長尾 裕昭   
（７）事務所所在地  鳥取市鹿野町今市９７２番地１ 
  
２２  令令和和５５年年度度事事業業実実施施状状況況  
核となる施設の山紫苑は、新型コロナの５類移行に伴い、休憩利用者数は計画を大きく上回っ

たものの宿泊利用者数が予想に反し伸びず、前年度比 21,000 千円の増収となったが、前年度とほ

ぼ同額の 11,559 千円の赤字収支となった。今年度よりコンサルタントと契約し、経営改善に向け、

新規宿泊プランの造成やじゃらん・楽天などオンライン旅行代理店の強化へ取り組みつつ、ハロ

ーワークの事業を活用した週１副社長による日帰りバスツアーの提案、覚脳研究所と連携した認

知症予防体験付プランの造成など誘客に取り組んだが計画数値を達成できなかった。 
温泉館は、昨年度からの割引きキャンペーン事業の打ち切り、５月にレジオネラ菌検出による

休館、１月に故障によりサウナ設備が使用できないなどが重なり利用者数が減少した。売上の減

少と経費の増加で収益は大きく減少したが、黒字収支を確保できた。 
そば道場は、過剰となっていた玄そばの在庫処分により 1,936 千円の損益が生じたが、６月か

らのメニュー価格の値上げにより、1,063 千円の黒字収支を計上できた。 
そば処は、従業員不足に伴う臨時休業なども影響し利用者数が減少、おもしろ市場も常態化し

た野菜類の商品不足のため利用者数の減少に歯止めがかからず、両施設とも売り上げが減少し赤

字収支となった。 
加工所は、勤務形態の見直しによる人件費の抑制とあわせ、期間限定商品の販売、主力商品で

ある乾麺と半生麺の販売に注力したことで、前年度に引き続き 236 千円の黒字を計上できた。販

路を見直した切り花事業、農作業受託やコメ・そば等農産物販売が好調な農業部門は国の交付金

収入もあり、両事業とも黒字収支となった。鹿野往来交流館は、「昭和レトロ展」他企画イベント

が好評ではあったが、利用者数は前年度と比べ減少した。 
会社全体としては、前年度と比べ黒字事業部門の収益が減少したことにより、赤字事業部門を

埋めることができず 9,191 千円の赤字決算となった。 


